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岩手県民なら誰もが知っているはず……と思っていたのに意外に知られ

ていないことがあるものです。 

たとえば、紫波町出身の野村胡堂（作家。代表作に『銭形平次』シリー

ズがある）がいなければ、今のソニーはなかったかもしれないというお話。 

敗戦後、まだ間もないころ、ソニー（当時は東京通信研究所）の創業者

である井深大はトランジスタラジオやテープレコーダーの研究開発費の捻

出に頭を痛めていました。テープレコーダー自体がどういうものなのか知

られていない時代です。銀行もそんなわけのわからないもののために資金

を貸せないと門前払い。井深は意を決して、売れっ子作家の野村胡堂のも

とを訪ねます。井深の母（さわ）が野村胡堂夫人と大学時代の同窓生で、

井深自身も子どものころから野村家に出入りしていたのです。 

クラシックレコードの評論家の草分けでもある野村胡堂（小澤征爾氏が

「若いころに野村胡堂の本で勉強したんだよ」とおっしゃっていました）

は、トランジスタラジオやテープレコーダーの重要性を理解していました

から、井深に資金を提供しました。 

このとき、野村は寄付をしたつもりだったようです。ですから、急成長

を遂げたソニーが「お金を返しに」来たことに驚き、「そんなものは受け取

れない」と断っています。なにしろ、寄付した額の何千倍もの額面（１億

円）の株券になって返ってきたのですから。つまり、井深は野村胡堂に寄

付をもらったのではなく、ソニーの株を買ってもらっていたのです。 

その１億円をもとに野村胡堂は野村学芸財団（奨学金と研究助成金の給

付）を設立します。家の経済事情のため大学に行けなかった胡堂の思いが

この事業に反映されています。 

もうひとつ、今からちょうど 90年前の 1925年のこと。盛岡に一人の少

年がやってきました。大人たちが直せなかった消防車をみごとに修理して

みせると、来たときと帰るときの待遇がガラリと変わりました。少年は「技

術こそがすべてだ」と悟ります。 

その少年こそ、後に世界的メーカーとなるホンダの創業者本田宗一郎で

す。本田はこの経験を講演でしばしば披露し、自著にも書いています。 



   

  

  

    

    

   

 

 

 

   

  

  

    

 

 

 

 

 

   

 

 

＊＊３月の展覧会案内＊＊ 

会  期：３月７日（土）～２９日（日） ※「岩手県北の漆展」は４/１２まで開催 

会  場：岩手町立石神の丘美術館 企画展示室・ホール 

開館時間：９:００～１７:００／休 館 日：毎週月曜日   《入場無料》 

美術館隣接 道の駅 石神の丘／レストラン石神の丘情報 
道の駅 石神の丘 TEL0195-61-1600／レストラン石神の丘  ＴＥＬ0195-61-1602 

ご当地しぼり 

「ブルーベリー＆りんごジュース」 

新発売！！ 

盛岡広域管内の8市町が組織するプロジェ

クトからうまれたご当地しぼりジュース。 

各市町村の特産果物等を使用し、それぞれ

バラエティー豊かなジュースを作りました。 

 

 

 

 

  

 

 

ここ岩手町からは、 

「ブルーベリー＆りんごジュース」が登場！！ 

岩手町産果汁１００％（ブルーベリー７０％、ふじ３０％）

のジュースで、ほどよい甘みと飲みやすさが

特徴です。ぜひご賞味ください。 

平成２７年度 展覧会スケジュール 

◇4/18(土)～5/31(日) 「古山 拓（ふるやま たく）水彩画展」 
岩手県山田町出身・宮城県在住の古山拓さんの水彩作品を紹介します。 

◇6/13(土)～7/26(日) 「小原 信好（おばら のぶよし）写真展」 
岩手県盛岡市在住の写真家・小原信好さんの写真作品を紹介します。 

◇8/8(土)～9月 23(水・祝) 「伊藤 馨一（いとう けいいち）彫刻展」 
岩手県大船渡市在住の彫刻家・伊藤馨一さんの彫刻作品を紹介します。 

◇10/3(土)～11/8(日) 

「ISHIGAMI ART WALK part5 いわての現代美術と出会う、秋。」 
2006 年から隔年開催してきた若手美術家によるグループ展の第５回目。 

この展覧会では、展示室だけでなく屋外展示場にも作品を展示します。 

※展覧会タイトルは仮称です 

会期・内容は都合により変更する場合があります 

季節のコース料理 
 

 

 

 

 

 

\4,000（税込） 要予約 

食前酒 or ソフトドリンク＊白菜と海の幸のポー

ピエット～柑橘の香り～＊やまと豚と原木椎茸

のペンネ～ボロネーゼソース～＊本日の魚のブ

イヤベース仕立て＊岩手めんこい黒牛のストロ

ガノフ～人参のバターライス添え～＊パン＊自

家製クレープのバニラアイスクリーム包みＭｉｘベ

リーソース～おからのフィナンシェ添え～＊コー

ヒーor 紅茶各種 

【企画展示室】 

第１５回 岩手町埋蔵文化財展 

岩手町考古学のあゆみ 

岩手町の埋蔵文化財調査は大正時代に遡ります。 

小田島禄郎氏の活動に始まり、以降、多くの人々の努力

により調査・保護活動が進められてきました。 

今回の展示は、小田島禄郎氏、草間俊一氏、髙橋昭治

氏を中心として事績や関連する遺跡・遺物を紹介し、か

つては「岩手の考古学先進地」と謳われた岩手町の考古

学のあゆみをたどります。 

〈関連催事〉 ３月１５日（日）１３:３０～１５:００／聴講無料 

記念講演会「考古学から見たふるさとの歴史」 

講師：髙橋昭治氏（元岩手町文化財保護審議会会長） 

◆主催：岩手町教育委員会 社会教育係ＴＥＬ.０１９５-６２-２１１１（内線３４３） 

【ホールの小さな展覧会】 

わんこきょうだいと学ぶ 

岩手県北の漆展 ～浄法寺漆を中心に～ 

ウルシの木からとれる天然樹脂塗料「漆」は、縄文時代から暮らしの中で使わ

れてきました。岩手町でも漆とおもわれる塗料が塗られた縄文土器が出土し

ています。この展覧会では、国産漆の主要産地である二戸市浄法寺を中心に

岩手県北の漆および漆器を紹介し、地域に伝わる文化と暮らしを改めて見つ

める機会とします。 

◆主催：岩手町立石神の丘美術館 ＴＥＬ.０１９５-６２-１４５３ 

  協力：二戸市、日本うるし掻き技術保存会、 

The Fetzer Institute（フェッツァー財団）、株式会社浄法寺漆産業 

高梨遺跡出土 

遮光器土偶 

歓送迎会・各種パーティー 

ご予約承ります 


